
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 昭立造園 

日慶エンジニアリング 株式会社 

安全管理委員会 

 

  



 

 

 

 

２０２１年度 安全衛生推進大会 ご挨拶 

 

紅葉の候、貴社ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 平素は格別のお引き立て

ならびに、安全作業にご協力をいただき厚く御礼申し上げます。10 月 1 日より緊急事態宣

言が解除され、感染者も減り、ホッとされている一方でどこか不安な気持ちがあることとお

察し申し上げます。 

 

さて、ご案内の通り 『 ２０２１年度 安全衛生推進大会 』を書面開催とし、皆さまと情

報共有を図るべく安全大会資料を送付させていただきました。是非、職員さまにもご一読い

ただければ幸いです。 

 

今年の夏も、西日本を中心に記録的な大雨に襲われ、相次ぐ土砂災害や洪水により甚大な

被害となりました。これまで一過性だった「異常気象」が日常になる状況は、地球温暖化の

深刻さを感じざるを得ません。調布市の甲州街道では強風により街路樹が倒木し、当社にて

緊急対応にあたったのも記憶に新しいところです。そのような毎年の日常に備え、新たに伐

根用に根株ドリルを準備いたしました。ご活用いただければと存じます。社会・自然変化を

見極めながら、これからも皆さまの働きやすい環境づくりに尽力してまいります。 

 

経済に目を移すと、国内の 2021 年 4-6 月期 ＧＤＰが 0.3％（年率 1.3％）と、２四半期

ぶりのプラス成長となりましたが、コロナ禍による影響により、依然として中小企業を中心

とした経営不況が続いており、現実的な景気回復は見込めておりません。 

そんな状況下のなか、今年も 7 月 31 日をもって昭立造園 第４８期が終了いたしました。

皆さまのご協力と職員のたゆまぬ努力により、売上昨年比 103.3％（目標達成率 117％）を

計上することができました。これも一重に皆さまの深いご理解・ご尽力の賜物と心より御礼

申し上げます。 

 

課題として、交通事故が ８件（昨年比＋５件）となり、人命にかかわるような交通事故

も発生し急務の課題となっております。対策として 2021 年 7 月より安全運転委員会を立ち

上げ、会社をあげて安全運転の啓発と意識向上・事故撲滅を目指してまいります。 

 

結びに、毎年お伝えしております 「職員の健康は、会社の健康」 と同様に「皆様の健康

は昭立の健康」です。 どうぞ自愛専一にお過ごしください。各社様ならびに従業員様、ご

家族様が健やかにお過ごしいただくことを祈念申し上げます。。 

 

2021年 10月吉日 

株式会社 昭 立 造 園 

代表取締役 阿部晋也  



 

 

 

【安全方針】 

株式会社昭立造園  安全委員会 委員長  佐藤伸明 

 

≪安全衛生基本方針≫ 

人命尊重の原点にたち、現場の安全衛生確保は企業存立の要件であり、 

かつ社会的責務である事を認識し、安全で快適な作業環境の実現に努める。 

 

≪重点目標≫ 

交通災害の撲滅   
 

 

≪重点実施事項６項目≫ 

１． コロナ対策の継続実施 

２． 無資格・無免許作業の禁止、資格取得の励行 

３． 熱中症対策の実施 

４． 情報を共有し、同じ事故を繰り返さない 

５． 建設機械（特に小型機械）災害の撲滅 

６． 墜落・転落・転倒災害の撲滅 

 

 

 

 

 



 

 

 

48期 事故報告一覧表 2020年 8月 1日～2021年 7月 31日 

   全 14件（47期：12件、46期：11件） 

  事故発生日 種 類 内  容 

1  2020年 11月 5日 交通 
梨畑で車両を後進させた際に、ハンドルを切るタイミングが

遅れ、駐車中のパッカー車（操作スイッチ部）に接触。 

2  2020年 11月 11日 交通 

走行中、フロントガラスの汚れが気になりワイパー、ウォッ

シャー液に気を取られ、前方の乗用車が止まったことに気づ

かず前方車両に追突。 

3  2020年 11月 16日 交通 
信号が青に変わった際発進したところ、前方の車両に追突。 

4  2020年 11月 27日 切り傷 
置場にてブロックを持って移動しているところ転倒し、右手

の甲をブロックで切り裂傷。 

5  2020年 11月 30日 交通 

梨畑を出て、16 号に出る交差点を直進しているとき、前進

してくる対向車をかわそうと左に寄ったところ、電柱にサイ

ドミラーのアンダーミラーをぶつけ破損。 

6  2020年 12月 12日 交通 
砕石を搬入後、道路へ出るために前進した際、ブロック塀に

気付かず助手席側のステップを接触、破損。 

7  2021年 1月 22日 交通 
現場内で高所作業車をバックさせていた際、庭園灯に車両が

接触し、ポール部分が破損した。 

8  2021年 1月 25日 骨折 
置場で翌日の準備をしている際、ブロックが右足小指付け根

に落下し負傷。 

9  2021年 3月 25日 破損 
高所作業車にて高木の剪定していた際、ゴンドラ部が破損 

10  2021年 4月 5日 切り傷 
伐採樹木の枝下ろし作業中、チェーンソーが手に当たり右手

親指裂傷 

11  2021年 4月 8日 破損 
地被を掘り取ろうと剣スコップを土の中に刺した際、地被の

近くに通っていたスポットライトの線を切断。 

12 2021年 4月 12日 破損 

幹吊りしたラフタークレーンで作業していた際、アウトリ 

ガー設置箇所のアスファルト舗装が崩れ敷板が傾き、クレー

ンが転倒。 

13 2021年 4月 14日 交通 
２車線道路で進路変更した際に、わき道から出てきた車両と

接触 

14 2021年 7月 7日 交通 
屋内駐車場に入庫させる際、ゲート天井と高さ制限バーに車

両荷台の鉄フレーム部分が接触。 

   物損事故：3件、人身事故：3件、交通事故：8件 

  



 

 

 

年間事故件数 

 

➢ 2018年度（2018年 8月～2019年 7月）より事故

件数が増加傾向にある。 

➢ 統計時からは減少傾向にあるが、協力業者さん

による事故は増加している。 

（協力業者事故 2018年度 1件→2019年度 4件 

       →2022年度 5件） 

➢ 事故の目標を 10件としたが、3年間未達成 

 

➢ 会社内で交通事故件数が大きく増加したため、 

安全運転委員会を立ち上げた。 

（交通事故 2018年度 6件→2019年度 3件 

     →2020年度 8件） 

➢ 労災事故が増加。 

（人身 3件、ラフテレーンクレーンの転倒 1件） 

➢ 5S活動の励行に努めること。 

 

➢ 2020 年度は 2019 年度よりも手足元の不注意に

よる事故が多い。 

➢ 転倒のうち 1件は人身ではなく物損。 

➢ 人身はすべて休業 4日間以上となってしまった。 

➢ 焦らず、慌てず、余裕のある行動を！ 

  



 

 

 

年数別事故分析 

  

➢ 無理をさせない、ルールを作る等の効果で若年層の事故が減少傾向にある。 

それに対して、熟練者の事故件数増加傾向にあり、課題となっている。 

交通事故 

  

➢ 依然 若年者の事故が多いが、減少傾向にはある。その反面、熟練者・高齢者の事故が増加気味。 

➢ 若年者、高齢者に二分されるのは、全国とほぼ同じ傾向にある。 

➢ 事故発生場所別に確認すると、公道以外での事故が多いが、近年は公道での事故も増えてきている。 

➢ 安全運転に心がけ、基本的な交通ルールを遵守すること。余裕をもって行動すること。 

 

以上の状況を踏まえ、重点目標および重点実施６項目を設定いたしました。 

今年度は労働災害根絶の達成を目指し安全作業に努めてください。 



 

 

 

株式会社昭立造園 安全マニュアル 

株式会社 昭立造園 

代表取締役 阿部晋也 

安全委員長 佐藤伸明 

 

 

  安 全 注 意 項 目 

1 あいさつは元気よくはっきりと（全員にする） 

2 車両を移動する際は、車両を一周し、安全確認をしてから発進する 

3 安全運転に心がけバックする時は必ず誘導する 

4 ヘルメットはアゴ紐をしめ、適切な服装・保護具で作業する 

5 安全指示事項を守り、より具体的な KY 活動を行う 

6 高所作業時は２丁掛けの墜落制止用器具を必ず使用する(無装着状態をなくす) 

7 機械類の始業点検を行い、未使用時はコンセントを抜く、エンジンを切る 

8 喫煙場所の徹底 (くわえタバコで作業しない) 

9 無資格、無免許で作業をしない 

10 報告・連絡・相談を厳守する 

11 不安全状態でないか常に確認して作業する 

12 第三者に迷惑を掛けないよう心掛ける 

13 毎日作業終了時には使用車両の片付け清掃を行う 

14 不安全行動をしないよう皆で注意し合い、安全マニュアルを守る 

15 整理・整頓・清掃・清潔・躾(５S）の徹底と、決めたことは必ず守ろう 

16 CS 活動の励行  

17 情報を共有し、同じ事故を繰り返さない 

18 （個人の尊厳を損なう）ハラスメント行為の撲滅 

安全マニュアルを守れない者は処罰に課せられます（解雇、発注停止もありえます） 

2020年 4月 1日 

 

 


